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18図)･その図に於い七応力の限界値は上限応ガ (Oberspannung)U._と下限応力ヽ













































値は疲労強度緑野の頂点 (Gipfelpunkt) に相当す るものであ.る･此は理論的に
は応力振幅零の*=合の正荷重範囲に於ける疲労強度と考えられる.
試験片に仕事を与える場合に充分応力が革いと,1弾性変形 以外 に可琴 性 変 形
(PlastischeVerforTnung).も生ずる･そして荷重除去の場合,弾性変形は仕事と＼T∫
して快復されるが,塑性変形したものは材単車で勲に変化する.ノ荷重変化の間に勲～









































試験機で初応力が高V,上に吏Yzl応力が増加する機構である様如 鵬 がたい由 りは,I ■l
繰返変動力を与える方法よ･りVi,寧ろ其の構準に依存するものである･そして其の










第1群に属する機械では･仝試験期間中･変形の限度 (Verfor叫 ngsgrenわ が一I
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平板曲げ換 り試験機 〔文献 3.7,38,45〕(第19囲,第20図)は･E･LEHRによ?て






計のチャックに固愛される.此の回転クランク一触 dと動力計 kは試験片の擦 り軸
(prehachse)と一致する共通の長い軸を持つ七いる･.･#載クランク軸 dほ駆動財)




申出乗る･感動軸は Polum 開閉轟.(polumschalter)を有する 150.9項び3000l







後端で鋼製縮 1にはまわ,此の 1は鍛鉄のケ-ス nにはまりつけられて1W､▲る.描








として測定される.円部の鋼鉄蟹の箱 1は挺子 (Hebel)qとこつのねぢ rによ
62

















モ-クーで回転数は約 1430r:p･′m･)は滑 り台の上転置かれ 此を上下に移動せ～
しめて試験片に静的な初期応力を与える事が出来考様になっている.･試験片の他の
･●




























311,2 DfVL型単純曲げ疲労試験機 (PlaTlbiegeJ)auerprifma･schline)～ヽ i
DVL(独乙埠基研究所)型甲虫耗曲げ疲労試験機 〔文献37∴47〕(第23図,第24＼
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･政友町ば勲 軍 に声されている様に加えられるカが試験片の由 睦 向に平行に作用

















側には輪状動力計 dがある. そして此の dと試験片 壬をつかむ爪 eとがキルト
で結合号れ七い.る･他の爪 (Ein岳paDnurig)gは振動′アネ h.の端に取 り付けられ
て,そして此のバネ hは梓案円iに支えれている･歩動バネは端に鍾 (Massek)
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第.5表 一硬 質 木 繊 維 彼 の
A樽殊紡維~阪 同 方.向 5 960
(1941年製造) 画角方向､ ･,650
A超硬質板(1941年製造).直角方向 .5 . 10毎 6,5∴ :'870
1/. lr 同 方 何 ･91.0- 8.6 :532 .
(1942年製造) 直角方向 8.9 566
Aト硬 質 板 同 方 向 .2- .920 -6.5 310 237 468
(1943年製造) 直角方向′ 372 ●230､二 _539.
A(1942年製造) 直角方向 6.∫ 945､ 420 ′l398 571fv
8. 野0 438 449 648 .
12 1000 541_ -574 . 857
16 1010ー 594 564 860
20 990 1541: 553 _849■▲
A.(1944年製造) 同 方 向' 6. 925 ～ 396
12′ 920 ･.430
i20 929 456
B 同 方 向 6 1000 7.5 ∫345 424 567
直角方向- 7_7 399 470, 670
同 方 向 8 990 8.4 一389 -L39 6 - )643
直角方向 7.8 449 :397 69LS
同.方 向 .12 1015 '7.5 429 472 656
(1942年製造)∫ 直角方向 ､7.9 470 .477 '772.･同 方 向' 16 1020 . 7ー3_ 433 ､503 647.プヲ 6-8 -83 525 → 89
同 方 向. ･20 1055 6.2 415 498 669
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.強 度 と そ の 関 係 此 ‥
値
180 A ～ 1.88
185 0.28 6.77 i.93
185 P.21 8.17 1■.74_⊥ _
130､. 0.24 ∫ 6.85 1.43
140㌧ 0.25. 6.25 1.54
8() 125 0.26 0.34 0.17 Q.b 3.37 2.由 5.09 oー~87 1.36
115 0.27 0'ー29 0.20 4.44 4.21 6.04 1.22 ▲
175 .0.40 0.39 0.,27 '4'.56 4.68 6J5･1二82
180_ 0.33 0.31 0.21 ∫5.41 S.74 8.57 Ⅰ.80 ヽ
.170 0129 0-.30 0.20 5.88 a.58 8.51 1.68
･.180 0.39 0.33 OL,21'. 5.46 5.59 8.58 1.82
175 OA4 4.31 1.89
180 ノ 0.42 4.67 1.96
子88- 0.41 4.93 2.03
125 0.36 0.29 0.2う, 3.15 4.24l5:67 1.25
160 6.40 0.34.0.24 3'.99 4.70 6.70 1.60.L
,LBS. 0.35･0.34 0.21 3.93.4.00･6.49.I.* ヽ
140 0.33 0.30 ･0.21, 4.23 4.65 6.46 1.38
150 0.32 0.31 0.19 4.ー63 4.70 7.61 1.48- ._ノ
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て約 2600r･p･m で回転せら町 その結果ベネ hが振動するのである･此の際に
生する力で試験片に引張と圧縮力を交互に作用する･バネ (Schwipgfeder)hのI
内部で此れよりも径の小たるつる巻きバネ (Schraubenfeder).Oがその頭の所に
取 り府 けられ,･庇の Oの他鹿はボルト (GewiPdeboILZen)pに連蹄している.求
ルトpは二つの調節ナッt紅より機械の車面で移動出来る様にな り,その結果バネ∫
Oが引き伸ばされた り, 縮 め.られた りして試験片に或る静的動応力を加える事が出
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W;等 〔cm B] ′
∫
そしてナビJ-の方程式 (Navier叫enGleichung)qb-葦 亡kg/cm2〕(Mb.
は曲げモ･-メンり から一つめ萌げ盛返琴動応力 - 及び断面係数 W に相当すF

















p-意lkg, L: ;,.芸 oH芸#'gHebelarp';チ恒 卿 ÷ ～





る･′-其の作用は各 静々的初応力,の如くであろう･廃しサ デル (1schlitter)(DVL)





































は 2mm 中瀬 準的であろう･~又実際そうて準 ければ静的煙かち動的値への振れのI
増加は計算の場合,顧慮されなければならない事になる.此等の試験機で繊終板の
1
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従って如何に渡労強度の簡単な定義に合うとしても破壊蜜 に受 け る荷畢繰返数
(LastspieYzAhl) を,W6hler曲線作成の基礎と･して準用する事は誤 りであり,





季されるので奉る･ 〔支離 3,35〕やあためには実験車の応力減少 (Spanndngs-1
abnahme)の経過を追跡すえ事が必要である..即ち動力計の振れを時々刻々機械
の回転中正手で (曲糎モ-メ㌣小 をかけ,る時と同様正確に)測定すべきである･織
,維板に於いては応力及ダニつの曲げ方向に於ける測定値には試験片に生 じた 裂 自
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は単純な曲線を画 く事は極､く稀で大抵は階段的な曲線,-即ち応力減少は断続的に生
ずると声う事である･､此等の現霧は繊練板特有の もの で,`繊維板の不均一な組織














































332,2 W6hler線rz)権威 (An fstellungderW6hlehKehnlinien)･
すでにのT<た如く変形角一定の疲労試験磯に於ては,1試験片の破壊に要する荷重
･繰返数は W6hler線を画くためには役立たない.此の事は繊維板に於げも程では～･







な応力の内で,腰高のも･のを疲労強度と して計算する方法が用 い られて 'い る.
Kt5cH⊂文献35コは輯板嶺層材 J(Lagenholz)の繰返し曲げ強度の試験に於vTて,
i 82
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義軍 (zuLg･Drack･Festigk,eit)及び圃- 度 (.Dauerstan聖 tigk.eit)▲を弊
し得る･正変動引張強度 (qzsih･-130kg/cm2)を考慮して先ず平均応力を 120kg/
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維板の容穣重 ruは 0.95g/cm3であった･一200kg/cm2 _の荷革を用いて長野の1分
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yz=よって合着している･従うて引甲南重によっ七容易に伸展し,.そして引廃し得る･
(硬い境性e碑 小隊着 ･〔Starrerちeimコ一伸展し易い繊維0,もつれ合い 〔Dehnb･
arer＼Faserfilz〕)















'構築部分 (Bauteil)就中,自動車及び航重機の板張 (BeplankuI鴫)外板 (Ha･
ute)及び内部板張 (Scぬle)用に,埠の硬質繊維板を用い様とする考えVi,･振動

















































態と良く似 て い る. 唯高盲結合剤含有量を有する繊維板に於て汝破壊の兆し場所
_4









ベ ル ギ ー 7000 ､
ド イ .,ツ 130000
イ ギ リ ス. .27000
フ ィンノラ ンノド 印000
フ ラ ン′ ス ,1200d
イ タ 1) - ～,300■:1
日 本■ (?) 10000
カ ナ '_ダ 148000
∴ニューヂランド 10000 .
ノ､ル ウ 立 - 3800PF
ロ-'シャ (1939) ､45000 -
ス イ ス 5000
ス.ウら-デ.ン ･270000
ア !メ ~1) カ Ca. 780000 .
附図2
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亡12〕 L VORRもITER:HandbuchderHolZabfallwirtschaft.,Neudamm1940 一
亡13]'A.WILXE:i)asBindemittelinderFaserplattenfertigtmg･Ho12:alsRoh-und.Wer-
'kstoffBd5(1942)S.78/81･
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図 r:調整ねぢ (Stells｡hraub≡n) A:停止ス阜
ッチを働かせ るための動力計,･つテコ(Hebeldes
KrafLmeSSerSZurB3t弛gungdesDaml,f◆ungs-
aussChalters) B :Schwinge E:接触子
(Kontakt) D :停止スキッチ ボ ックス
LGeh凱lSedesDm(Fiprungsauss(halters)
第19図 Scher)k型zP板曲げ摂 り試験機




we11e) e･,連結樟 (Pleuelstange) f:騒
動知クラン`ク (Ku.rbelderAntriebswelle)
g:駆動軸 (弼動線隔日 An triebswelle)(An-
















-ヂ (MePuhrel) 1:白 ランノブ (we沼e 二予
Signallampe) m :機械の台 (Maschinenbe- q'
tt) n;赤 ランプ ノ(roteSignallampe)















節し得 る僻 むカム (verstellbarerExzenter)
d:突捧 (Sこhubstange) e:･rql)ン/ク
(Kreislef'ker) f,h:i.つかみ (Einspann-
bigel) g‥試験片 (Probestab) i‥測定
ばね (MePfeder) k･･.測定挺子 (班;phebel)
1:ダイヤルデ ーヂ (MePJhr) Lm :適断装
讃用板ばね(BlattfederderAusschaltvorricht-














25 bestabes) i-‥試験片 (Probestab) h‥揖
蛋 ･ 勤 バネ (Schwingf■eder) i:梓茶内(LJenker-
f･iihrungen) k:振動 バネの 附 加質量一(zusa-
tzmassederSchwingfeder) 1:反棲,5-L/T磁機
(Unwuchterreger) m :司頗軸 (biegsar･e
weelle) n:.駆動1･-ター (Antriebsmotor)
o :初荷盛バネ (Vorspanf)feder) p:ねぢを
切ったボルト (Gewindebolzen) r:ス リty.
ト (Spaltblende) S･測微鏡 (MeβJnikros･
kop) t電流調整器 (Regelanlasser)
u ‥磁則 irJ御抵抗 (feldregelwiderstand)
V:調節用限界接触子 _ー(einstellbare-Grenzkof1-
takte) W :バネ接触子 (federnderKontakt)
Ⅹ‥微劫,階電器 (Differentialrelais) .Y.･補
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第43図に示せると同種
の残肖破壊
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